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博士論文の要約 

報 告 番 号 甲第 1518 号 氏  名 中川 嗣文 

 論文題名 

Intravenous Infusion of Mesenchymal Stem Cells Promotes the Survival of Random 

pattern Flap in Rats 

骨髄間葉系幹細胞の静脈投与による乱走皮弁の生存域の拡大 

 

 

 研究目的 

  乱走皮弁は現在では再建の第一選択となることは稀であるが、救済手術などでは用い

られる皮弁である。しかしながら血液灌流の制限により、生存及び移動可能範囲が限られ

る。今回、ラット背部乱走皮弁モデルに対し骨髄間葉系幹細胞(MSC)を頸静脈的投与する

ことにより,皮弁内の血流を増加させ、その生存範囲が拡大するかどうかを検討した。                             

 

 研究方法   

  動物モデルとして、背部に頭側茎とした乱走皮弁を作成した 10 週齢 Wistar ratオス

を用いた。皮弁作成後 24 時間後大腿静脈より MSC を 1.0x10⁶個/1mlDMEM 投与し、対

照群には同量の DMEM のみ投与した。皮弁作成 14 日後に皮弁生存面積を測定し、尾静

脈よりインドシアニングリーンを投与して invivo イメージングにより皮弁血流を測定し

た後、皮弁組織を採取した。採取した組織は H-E 染色及びマッソン・トリクローム染色に

より組織学的検討を行い、また、皮弁中央の組織より RNA を抽出し遺伝子発現分析を行

った。 

 

研究成績及び考察 

  MSC 投与群では対照群に比較し、術後 14 日における皮弁生存面積が大きかった。in 

vivo イメージングにおいても MSC 投与群の蛍光強度が大きく、皮弁の生存面積拡大には

皮弁内血流の増加が寄与していることが示唆された。組織標本においても MSC 群におい

ては潰瘍縁を越えて遠位まで真皮コラーゲンが多く残存しており、部分壊死に陥り潰瘍化

した部位においても質のよい組織が保たれていた。また、MSC 投与群では、対照群に比

較し、FGF2 の発現が上昇しており、皮弁内においてより活発な血管新生が行われていた

ことが示唆された。 

 

 



結論 

  乱走皮弁モデルラットに対する MSC の頸静脈的投与は、FGF2 発現を上昇させ、皮

弁内の血管新生を促進し、皮弁内血流を増加させることで虚血組織が壊死に陥るのを防

ぎ、皮弁生存面積の拡大をもたらすと考えられた。                                 

   

 

 

 

 

 

 


